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＊

昭
一－－－－－

＝

り 第 1
ロ
、
防
除
実
施
直
前
つ
ぎ
の
よ
う
な

療
示
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
薗
堀
の
眞
中
に
ま
く
遠
く
か
ら
尾

え
る
寺
っ
に
赤
旗
添
い
布
地
に
黒

い
う
こ
と
は
何
も
現
在
の
生
活
程
睡
蓮
｜
ん
だ
』
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
こ
と
だ

切
り
つ
め
ろ
と
い
う
の
で
は
な
い
仁
と
一
と
息
っ
。

な
ん
と
い
っ
て
も
金
木
町
は
稲
作
が
隆
一
は
あ
る
ま
い
。
や
や
も
す
る
と
農
家
縦

を
前
提
と
し
て
以
下
そ
の
考
え
方
に
つ
む
し
ろ
『
生
活
を
改
善
す
る
た
め
に
経

い
て
述
べ
て
み
る
。
蛍
の
方
式
を
考
え
、
酔
画
を
た
て
、
実

一
、
生
活
改
醤
の
湾
え
方
″
行
す
る
こ
と
だ
』
と
い
っ
て
も
過
言
で

前
回
は
隆
家
が
楽
し
く
文
化
酌
涯
生
活

を
ま
る
に
は
現
在
の
条
件
下
で
生
産
を

最
大
限
に
高
め
撰
隆
を
改
善
す
る
こ
と

が
先
決
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
さ

て
そ
れ
と
併
行
し
て
と
い
う
よ
り
は
、

先
さ
に
生
活
を
改
善
す
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
、
折
角
の
誇
労
も
借
折
り
弧
に

な
る
。

そ
こ
で
そ
の
改
善
の
手
段
、
方
法
莚
ど

う
す
る
か
、
目
標
を
何
処
に
お
く
か
と

い
う
こ
と
の
前
に
生
活
を
改
善
す
る
と

ｒ
８
ｌ
■
Ｉ
■
■
Ⅱ
Ⅱ
幸

ｌ
二
言
１
日
や
一
言
１
１
二
一
』
１
１
．
二
・
’
’
二
一
口
－
８
二
言
０
１
句
二
二
口
１
句
ニ
ム
ー
リ
、
二
一
１
８
『
一
一
一
１
６
二
一
害
■
０
二
一
丁
ｌ
■
一
言
１
■
二
一
百
Ⅱ
■
一
二
一
０
■
■
毎
二
画
Ｉ
■
』
一
一
一
、
■
■
』
一
言
■
■
巳
二
一
一
■
０
二
一
一
，
１
二
一
』
０
■
一
二
一
■
’
一
二
一
１
２
二
一
１
２
一
昔
■
■

農
家
生
活
の
考
え
方

◎
右
９
－
項
目
は
今
回
流
行
に
な
っ

た
。
パ
ラ
チ
オ
ン
剤
取
扱
華
準
令
に
一一

よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
か
ら

違
反
す
る
と
処
醗
さ
れ
ま
す
。

▲
注
意
醸
或
【
散
布
に
行
く
時
必
ず

喪
行
す
る
も
の
、
厚
い
手
拭
『
人
分

一
禾
冬
ス
乞
瀝
た
く
石
け
ん
（

評
、
マ
ス
ク
、
服
誼
瀧
っ
）
嚢
い
食
一

塩
水
（
口
か
ら
入
っ
た
時
の
み
、
ぱ

一

き
出
茸
眼
に
入
っ
た
時
し
み
な
い

よ
う
に
つ
す
め
て
洗
う
）
苛
性
ソ
ー

ダ
（
室
び
ん
を
宛
う
）
】

保
雷
Ｉ
必
ず
鍵
の
か
か
る
戸
棚
露
に

業
生
産
の
基
盤
で
あ
り
、
鰹
家
経
済
を

左
右
し
て
い
る
。
季
紅
で
稲
作
が
豊
作

に
な
り
、
農
家
経
済
が
豊
か
に
な
ら
な

け
れ
ば
生
活
改
善
と
い
う
こ
と
は
ど
う

に
も
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
暗
獣
の

う
ち
に
承
囲
さ
れ
た
形
に
な
っ
て
生
活

改
善
と
い
う
こ
と
は
こ
の
次
と
い
う
の

が
常
識
に
な
っ
て
い
る
よ
っ
だ
。

し
か
ら
ば
ど
の
程
度
豊
か
に
な
れ
ば
生

活
の
改
善
が
と
り
上
げ
ら
れ
る
の
か
と

い
う
と
、
要
は
『
生
活
を
楽
し
く
す
る

布
す
る
時
巡
回
指
導
に
き
ま
す
か
ら

よ
く
注
恵
莚
守
り
指
導
し
て
も
ら
っ

こ
と
心

３
、
防
除
実
施
ｌ
担
当
指
導
員
が
散

字
ま
た
は
白
字
）
を
立
て
る

②
闘
場
入
口
に
紙
垂
は
っ
た
立
札

③
畏
さ
鋤
１
列
セ
ン
チ
位
の
赤
い
切

れ
を
一
間
お
苫
に
散
布
し
た
所
と
し

な
い
所
の
境
に
つ
け
る
（
水
田
の
時

は
棒
に
つ
け
て
た
て
る
）

ハ
、
こ
れ
ら
の
標
示
は
散
術
後
二
週

間
位
し
て
か
ら
と
り
さ
る
。

金
木
地
区
農
業
改
良
普
及
事
務
所

青
森
縣
技
師
三
浦

違
反
す
れ
ば
罰
せ
ら
れ
る

出

実
施
に
は
届
出
と
赤
旗
を

や

一
一

一
一

恐
し
い
ホ
リ
ド
ー
ル
中
毒

’

あ
る
が
こ
れ
は
瓶
に
つ
い
Ｌ
い
る
目

感
に
よ
っ
て
直
接
タ
ン
ク
の
中
で
う

す
め
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
蓋
を
と

る
時
は
風
上
を
背
に
し
て
薬
瓶
を
で

き
る
丈
身
体
特
に
口
、
■
か
ら
雛
し

瓶
を
も
っ
て
い
る
手
か
一
伸
し
て
蓋
を

と
る
こ
と
。

３
、
容
器
室
び
ん
後
仕
末
Ｉ
計
還
小

容
器
巷
な
る
べ
く
使
わ
な
い
こ
と
。

も
し
使
っ
た
ら
苛
性
ソ
ー
ダ
で
洗
っ

て
そ
の
上
よ
く
水
で
竃
つ
こ
と
。
空

び
ん
は
苛
性
ソ
ー
ダ
で
洗
っ
て
か
ら

必
ず
割
っ
て
土
中
に
埋
め
る
。
空
袋
￥

っ
て
か
ら
四
年
以
上
に
な
る
が
、
結
局

共
通
し
た
間
題
と
し
て
は
か
ま
ど
の
改

善
、
住
宅
の
改
轡
、
食
生
活
の
改
善
、

蝿
人
生
活
の
向
上
、
冠
頬
葬
祭
の
簡
素

化
等
禽
の
問
題
が
断
片
的
に
取
上
げ
ら

れ
強
鯛
せ
ら
れ
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
以

上
の
も
の
が
特
に
諏
妥
だ
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
が
、
わ
れ
わ
れ
の
身
近
か
な

問
題
と
し
て
考
え
て
見
る
必
要
が
あ
る

ｌ
、
か
ま
ど
の
改
善
一

わ
れ
わ
れ
が
熱
筵
必
要
と
す
る
目
的
一

生
活
改
善
の
掛
再
が
各
槻
関
客
観
に
鉱

と
、
使
用
価
値
の
少
い
大
邸
宅
や
白
か

く
の
倉
庫
な
ど
を
造
り
た
が
る
の
が
農

家
の
小
理
な
よ
う
で
あ
る
。

浦
淳

済
に
少
し
で
も
ゆ
と
り
が
で
き
て
く
る

ポ
ロ
、
鋸
屑
、
土
、
灰
等
に
吸
い
と

ら
せ
防
除
服
装
を
し
て
か
き
桑
め
土

中
に
埋
め
、
掃
い
た
あ
と
は
石
灰
等

ア
ル
カ
リ
な
ま
き
水
で
う
る
お
し
て

数
時
間
放
廻
し
水
で
洗
う
。
畳
の
時

は
前
記
に
よ
り
吸
い
と
ら
せ
て
か
ら

冬
愛
の
石
け
ん
水
で
洗
い
畠
外
で
乾

か
す
。

２
、
原
液
の
取
扱
ｌ
ゴ
ム
、
ビ
ニ
ー

ル
手
袋
、
マ
ス
ク
暦
用
、
薬
液
を
小

容
器
で
計
通
し
て
稀
釈
す
る
習
復
が

ボし
ロま
、う
鋸こ
唇と
、､

土･誤
、つ

灰て
等こ
にぽ
吸し
いた

とら

は
こ
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
の
一
つ
一

二

（
下
）
。

一

か
つ
た
ら
交
替
す
る
散
布
哺
助
者
も

直
接
散
布
者
と
同
種
完
垂
服
装
を
す

る
。
使
用
し
た
服
装
は
必
ず
洗
た
く

し
て
翌
日
の
服
装
は
新
し
い
の
を
き

る
。

６
、
散
布
不
可
の
者
ｌ
女
子
瞳
ぴ
肝

臓
の
弱
い
も
の
、
虚
弱
者
、
風
邪
鏑

味
、
持
病
の
客
つ
人
、
極
度
に
つ
か

れ
て
い
る
人
は
絶
対
に
散
布
し
な
い

叉
風
の
あ
る
時
は
不
可
。

７
、
散
布
不
可
の
地
域
ｌ
学
校
周
辺

の
圃
場
及
び
学
校
へ
の
子
供
の
登
校

す
る
道
路
端
に
あ
る
圃
場
。
人
家
に

特
に
注
意
し
ぬ
れ
た
も
の
は
直
ち
に

と
り
か
え
る
。
夏
の
暑
い
時
で
は
あ

る
が
服
装
を
不
完
全
に
し
な
い
。
曇

ク
、
面
あ
て
、
ゴ
ム
、
ビ
ニ
ー
ル
手

袋
、
ゴ
ム
長
靴
着
用
の
上
マ
ス
ク
は
一

は
や
き
す
て
る
。
・

４
、
撹
拝
橇
ｌ
従
来
簿
な
ど
で
や
っ

て
い
る
習
侭
も
あ
る
が
専
用
の
撹
拝

棒
（
青
竹
の
先
掻
わ
っ
た
も
の
等
）

を
つ
く
り
別
に
保
管
す
る
。

５
、
防
除
服
装
ｌ
ゴ
ム
、
ビ
ニ
ー
ル

の
防
除
衣
袴
、
防
哩
メ
ガ
ネ
、
マ
ス

は
物
を
窯
炊
す
る
こ
と
、
他
の
一
つ

は
暖
を
と
る
こ
と
で
あ
る
。

前
後
者
を
同
時
に
、
最
少
限
の
材
料

で
最
大
限
に
使
用
腰
を
溜
め
湖
唾
す

る
こ
と
が
出
来
れ
ば
一
石
二
鳥
で
あ

る
が
、
燃
料
の
節
約
を
す
る
外
に
、

労
力
的
と
か
、
衛
生
的
な
事
も
考
九

ら
れ
る
の
で
、
前
者
を
改
良
か
ま
ど

で
、
後
者
は
冬
期
の
防
塞
か
目
的
に

居
間
か
改
造
す
る
こ
と
に
す
れ
ば
、

或
る
程
塵
澗
唾
し
得
る
と
思
わ
れ
る

さ
て
如
何
な
る
か
ま
ど
を
造
れ
ば
良

い
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
か
ま

ど
に
は
青
森
式
改
良
か
ま
ど
、
同
二

号
改
良
か
ま
ど
、
寵
切
式
改
良
か
ま

ど
等
あ
る
が
、
燃
料
の
極
頻
及
び
そ

の
入
手
の
難
易
、
設
盟
の
堀
所
零
に

よ
り
決
め
れ
ば
良
い
。
此
処
で
は
そ

の
造
り
方
に
つ
い
て
は
は
ぶ
く
こ
と

に
す
る
が
、
唯
熱
の
直
射
、
副
射
お

よ
び
伝
導
の
三
シ
の
要
点
莚
考
慮
に

入
れ
て
工
作
筵
進
め
る
事
が
大
切
で

あ
る
。I

一

’

－ 一

共
同
除
草
定
・
り
棒
共
同
散
布
す
臭

吃
、
水
田
啄
布
ｌ
水
田
は
除
草
を
完

全
に
終
つ
ど
か
ら
す
る
。
風
下
に
あ

る
水
田
の
厨
有
者
に
十
分
連
絡
し
て

２
、
住
宅
の
改
轡

前
調
で
も
、
少
し
述
べ
た
よ
う
に
、

住
宅
を
改
善
さ
れ
る
方
や
、
こ
れ
か

ら
新
築
さ
れ
る
方
は
次
の
事
に
留
意

常
に
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
別
記
の
通
り
寄
附
に
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
未
納
者
は
近
く
納
入
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

△
寄
附
総
額
（
七
月
末
現
在
）

一
八
一
、
○
一
○
円

町
の
皆
搬
が
昨
年
か
ら
本
年
に
か
け
、

清
防
施
股
の
抵
充
を
図
っ
て
下
さ
い
と

十
八
万
余
円
在
町
当
局
に
寄
附
し
て
下

は
市
堀
に
出
し
て
虫
ら
な
い
こ
と
。

９
、
散
布
止
め
ｌ
採
取
一
カ
月
前

川
、
個
体
謹
ど
謡
種
Ｉ
パ
ラ
チ
オ
ン

剤
は
非
熔
に
掴
体
圭
（
中
毒
し
易
い

人
と
し
に
ぐ
い
人
）
が
あ
る
が
、
大

抵
の
人
は
罐
れ
て
く
る
と
中
毒
す
る

ま
た
こ
の
垂
素
は
身
体
の
南
に
謡
種

し
て
い
て
迄
自
覚
症
状
が
な
く
、
》
一

定
の
所
ま
元
く
る
と
中
毒
を
越
す
か

ら
一
、
一
顧
四
作
業
で
大
丈
夫
と
安

心
し
な
い
穴
服
袈
は
完
全
に
す
る

こ
と
。
い
【
い
る
の
こ
れ
ら
の
注
意

を
守
っ
て
古
今
と
中
毒
し
な
い
筈
で

あ
る
が
、
》
詞
で
も
中
毒
の
よ
う
な

症
状
の
出
る
〈
は
異
状
体
質
で
あ
る

と
思
っ
て
散
や
を
中
止
す
る
こ
と
。

川
、
硫
鍾
ア
、
ロ
ピ
ン
Ｉ
こ
れ
は
予

防
ま
で
も
解
蓉
剤
で
も
な
く
治
耀
剤

で
あ
る
か
ら
逼
対
に
予
防
由
に
使
用
一

し
な
い
〆
ど
侭
医
師
の
指
導
の
下
に

服
用
す
る
こ
と
。
服
用
し
て
か
ら
医

者
に
か
か
つ
と
き
は
最
初
に
医
者
へ

の
ん
だ
鐙
ア
ト
ロ
ピ
ン
の
寵
巷
ぃ
一

う
こ
と
。

さ
れ
町
当
局
及
び
清
防
関
傑
者
か
ら
非

己一

” さ
れ
る
事
祁
大
切
で
あ
る
。

（
イ
）
『
す
ま
い
』
と
作
業
場
、

し
て
は
残
錨
期
間
が
長
い
た
め
散
布

し
な
い
。
錘
布
り
ん
ご
圃
下
作
野
桑

隣
接
す
る
凧
揚

８
、
散
布
不
可
の
作
物
Ｉ
野
菜
に
対

昨
年
か
ら
現
在
ま
で

十
八
万
円
の
寄
附
（
そ
の
一
）

〆
（
消
防
寄
・
附
金
）

畜
舎

｜
も
部
壌
の
配
腫
を
考
え
、
衛
生
的
な

面
か
ら
戸
窓
の
位
画
を
考
慮
し
、
整

理
蕊
頓
の
点
か
ら
押
入
を
設
け
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
無
駄

に
大
き
い
家
を
作
る
こ
と
は
、
不
必

要
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
掃
除
や

採
光
が
不
十
分
で
不
趣
康
に
な
り
、

、
維
持
修
繕
変
も
か
さ
み
、
大
き
い
負

担
と
な
る
。

さ
て
取
り
敢
え
ず
奨
め
た
い
こ
と
は

（
イ
）
寝
室
に
窓
を
つ
け
、
万
年
床
を

廃
止
す
る
こ
と
。

（
ｇ
居
間
の
探
暖
は
合
理
的
に
且
つ

経
済
的
に
。

（
ハ
）
炊
辮
場
は
作
業
能
率
鞍
墳
進
す

る
よ
う
に
戸
棚
等
の
位
圃
を
考
え
る

こ
と
。

３
、
食
生
活
の
改
善

従
来
農
業
は
栄
義
に
つ
い
て
は
比
較

的
に
無
関
心
で
あ
り
、
今
ま
で
の
食
一

’

そ
こ
で
生
活
の
尿
動
力
と
な
る
栄
義
一

酔
認
醐
龍
懸
垂
職
迷

る
食
生
活
を
す
る
よ
う
に
努
め
ね
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。

太
郎
、
大
概
筐
、
外
蹄
美
智
雄
、
田
中
一

労
麗
忠
一
、
白
川
象
松
、
須
藤
國
雄
、
一

生
玉
慈
照
、
角
田
円
遁
、
楠
美
留
三
郎

沢
田
浦
吉
、
村
田
敬
三
、
津
島
今
次
郎

小
野
讓
助
、
徳
田
金
一
郎
、
石
戸
谷
留

甘
ん
じ
、
こ
れ
孝
美
風
と
し
て
い
た

考
え
方
は
大
変
に
間
違
っ
て
い
る
。

睦
康
を
保
ち
明
日
へ
の
活
動
力
を
篭

生
活
の
習
領
が
身
に
し
み
て
粗
食
に
一

ｂ
卜

桐
防
寄
、
附
金
）

△
寮
附
芳
名
者
数
四
○
六
人

△
砦
名
者
次
の
通
り

◇
芦
野
町
、
浦
町
、
寺
町

寄
附
総
額
（
四
六
人
分
）

三
一
、
五
○
○
円
也

を
分
け
る
こ
と
。

（
巳
木
材
を
浪
蜜
せ
ぬ
こ
と
。
，

（
ハ
）
Ｒ
当
り
を
良
く
す
る
こ
と
。

注
宅
は
明
日
の
労
働
を
能
率
の
よ
い

快
適
な
も
の
と
す
る
た
め
の
休
息
場

で
は
あ
る
が
、
日
幡
使
わ
れ
る
部
崖

を
日
当
り
、
通
風
の
よ
い
堀
所
に
お

か
ず
に
客
間
な
ど
を
重
視
し
て
い
る

習
恢
は
他
人
の
た
め
に
自
分
の
侘
宅

一

を
考
え
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る

か
ら
〈
家
庭
生
活
を
楽
し
む
た
め
に

一中

I
I

I
i

l
宜》

食
と
は
ど
ん
な
も
の
か
を
考
え
鋤
こ

れ
を
摂
取
す
る
た
め
に
農
家
経
営
の

仕
方
を
ど
っ
す
る
か
、
そ
し
て
自
給

で
き
な
い
栄
養
分
は
ど
こ
か
ら
求
め

一
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
肝
喪
で
あ
る

一
霞
誰
技
術
協
会
巽
付
嵯
民
遜
琶

一
に
よ
れ
ば
。

（
イ
）
蛋
白
鐘

↑
（
卵
、
魚
、
肉
、
大
豆
な
ど
に
多
く

含
ま
れ
て
い
る
）

（
ｇ
脂
肪

（
パ
タ
ー
や
肉
の
油
、
魚
の
よ
う
な

動
物
性
の
も
の
と
、
ゴ
マ
、
ナ
タ
ネ

の
油
、
大
豆
油
な
ど
の
植
物
性
の
も

の
に
よ
く
含
ま
れ
る
）

’
（
ハ
）
炭
水
化
物

采
、
麦
の
主
成
分
ご
あ
る
で
ん
粉

砂
糖
、
果
描
の
主
っ
な
糖
類
）

（
三
無
機
物

（
食
塩
、
カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
、
鉄
分
な

ど
な
い
う
）

（
ホ
）
ビ
タ
ミ
ン
（
各
種
の
種
類
が
あ

る
）（

大
根
案
、
五
分
つ
き
米
、
ニ
ン
ジ

ン
、
ホ
ー
レ
ン
草
、
緑
色
の
野
菜
、

豆
類
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
柿
、
ミ
カ
ン
等
）
．

口
以
上
の
五
ツ
は
平
素
の
生
活
活
動
を

す
る
た
め
に
は
一
ツ
と
し
て
欠
楢
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
栄

羨
素
を
含
む
主
食
、
副
食
、
間
食
、
｜

保
存
食
は
そ
の
大
部
分
が
経
営
の
仕
一

壷
如
何
に
よ
り
自
給
し
得
ら
れ
る
か

ら
、
徒
ら
に
『
め
し
を
多
く
食
い
ば

良
い
の
だ
』
と
い
う
考
え
方
を
や
聾

家
族
に
適
当
し
た
生
活
並
び
に
経
営
一

の
騨
瑳
て
、
管
繋
留
埋

健
衛
生
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

４
、
婦
人
生
活
の
向
上

瓢
の
手
も
借
り
た
い
位
に
忙
し
い
塵

｜
伊
助
、
成
田
平
太
郎
、
瓜
田
氏
之
進
、

間
山
駿
雄
、
小
山
勝
築
、
福
士
友
太
郎

川
島
栄
太
郎
、
田
中
栄
進
、
大
欄
鰯
太

郎
、
滝
野
秀
一
、
尾
野
方
正
、
沢
田
蕊

太
郎
、
伊
藤
仁
三
郎
、
前
田
明
懇
、
丹

一
場
象
四
郎
、
藤
田
和
右
エ
門
、
沢
田
鋤

一
太
郎
、
伊
藤
久
雄
、
沢
田
良
雄
、
津
島

趣
輔
、
秋
元
永
一
、
長
曜
キ
エ
、
金
本

教
通
、
柴
田
秀
雄
、
熊
谷
菫
五
郎
、
中

村
永
吉
、
永
沢
オ
八
郎
、
津
島
勝
雄
、

尾
野
正
二
、
津
島
憲
雄
、
↓
伊
藤
正
柔
、

田
中
与
之
助

◇
新
童
町

寄
附
総
額
（
。
一
人
分
）

ゞ
Ｆ
六
、
三
五
○
円
也

花
田
唯
一
、
神
璽
一
節
、
其
田
豊
原
、

凸
で

一
南
い
も
と
に
金
木
、
中
里
、
嘉
題
喜
耳
塁
市
Ｉ
宥
蕊
岬
尉
強
道
路
閑
ご
く
期

一
癖
鯛
溌
澱
腓
澁
訪
齪

良
市
、
武
田
そ
れ
に
西
郡
の
稲
垣
、
車

力
等
二
町
五
力
村
の
各
町
村
長
、
議
及

龍
拓
巽
協
の
組
合
峰
ｂ
多
数
出
席
し
、
負
は
次
の
と
お
り
。

一
一
・
時
南
止
に
な
っ
た
碍
良
市
ｌ
青
森
間
一
△
会
墨
金
木
町
垂
△
釧
塞
一
軍
喜
良

藍賃
で三三
王参一'一・

田煙
‘県日
融午
、稜
金一
木時
挫*か
林ら
上昇当
二l曼町
､臨議

めの

灘
を路
醐の

堤豊

鶯霞
次さ
の‐注

通る
りた

５
、
冠
婚
葬
寒
の
簡
素
化

．
如
何
に
し
た
ら
識
娠
葬
牽
の
砺
素
化
一

白
川
太
七
郎
、
丹
鴻
椛
吉
、
遮
四
伽
一

和
田
満
作
、
白
川
喫
吉
、
金
松
彦
凍
郎

餌
閉
欽
八
、
中
村
擁
吉
、
成
田
キ
ヱ
、

角
田
亜
垂
エ
脚
、
福
士
惣
助
、
白
川
錘

右
工
門
中
西
清
吉
、
工
藤
癖
鰹
、
山

銃
鰹
治
、
川
口
豊
一
一
節
、
沢
田
留
次
郎

山
田
惣
五
郎

◇
小
川
町

寄
附
総
額
（
七
人
分
）

一
三
、
○
○
○
円
也

花
田
座
、
新
岡
宇
一
、
安
田
尤
雄
、
荒

関
淳
一
、
福
士
年
、
三
上
藤
一
、
田
村

雄
三
◇
米
町

寄
附
総
額
（
岡
○
人
分
）

（
イ
）
主
人
に
対
す
る
催
執
心
を
な
く

す
る
。

（
ロ
）
婦
人
も
進
ん
で
醒
乗
技
術
を
覚

え
る
。

（
◇
毎
日
の
生
活
を
相
談
し
て
意
見

を
述
べ
る
。

（
二
）
婦
人
の
会
合
に
出
来
る
だ
け
参

加
す
る
。

（
ホ
）
主
人
も
家
堺
に
関
心
を
持
つ
よ

う
に
す
る
。

あ
る
』
と
い
う
観
念
は
如
何
に
蝿
人
一

の
槻
利
が
御
慶
化
き
れ
て
も
、
現
状

に
お
い
て
は
止
む
な
得
な
い
の
か
も

知
れ
な
い
が
そ
の
向
上
と
改
善
孝
期
」

す
る
解
決
嬢
と
し
て

ｆ
Ｚ
Ｅ
ｋ
こ
す
ｒ
ジ
ョ
艮
尚
跡
缶
一
侯
〃
、
一

繁
期
は
別
と
し
て
生
牽
詣
と
し
て
も

家
事
相
当
者
と
し
て
も
趣
喪
な
役
創

を
果
し
て
い
る
醒
村
蠅
人
の
現
状
は

そ
の
封
建
的
か
ら
か
、
或
い
は
経
済

的
事
憾
か
ら
か
、
大
体
に
お
い
て
過

亜
な
労
働
と
、
経
堂
主
に
対
す
る
服

從
を
余
醗
な
く
さ
せ
ら
れ
、
そ
れ
が

親
代
☆
の
『
し
き
た
り
』
の
如
く
考

え
て
い
る
も
の
が
多
い
。
男
性
の
脳

裡
に
秘
め
ら
れ
る
一
ｕ
台
所
作
業
の
女

性
に
対
す
る
協
力
を
一
師
の
屈
辱
で

二
二
三
三
三
言
今
二
■
ワ
Ｕ
里
二
三
一
三
一
言
三
二
島
▼
二
二
二
一
三
一
三
言
▲
ロ
ワ
呂
二
三
一
三
一
冒
毎
・
△
■
ｒ
ロ
ニ
ニ
三
三
一
三
一
口
・
▲
■
▼
。
↑
二
二
三
言
二
』
・
・
晶
▽
亀
『
二
一
三
一
一
三
一
口
一
Ａ
一
■
Ｙ
二
二
三
一
三
言

課
謝
開
拓
及
び
縣
迩
直
通
道
路
一
市
村
長
、
霞
村
豊
轍

’
１
ｉ
ｌ
０
Ｉ
ｌ
１
１
ｌ
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
０
１
Ｉ
１
ｐ
ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
０
’
１
０
ｂ
、
，
’
１
１
１
１
１
１
‐
ｌ
舗
呪
。
！
Ｔ
１
８
Ｉ
６
Ｆ
Ｌ
ｆ
Ｉ
ｊ
ｌ
、
９
１
‐
恥
画
か
叩
一
’
’
０
１
１
，
１
１

世

開
拓
及
び
縣
迩
直
通
道
路

西
北
郡
関
係
町
村
一
垂
ら
同
盟
会
綣
成

｜
が
出
米
る
か
？

｜
そ
鋤
隷
騰
氏
導
驚
代
の
摸
鯉
で
諏
騨
椎
蝿
礁
瀦
雅

あ
れ
、
徳
川
時
代
の
芸
者
の
飛
物
と
方
向
に
進
め
て
行
く
べ
き
か
、
ま
た
現

い
い
、
こ
の
不
緩
済
き
わ
ま
る
形
式
存
ど
の
よ
う
な
秋
態
で
あ
る
か
、
と
い

う
こ
と
を
反
省
吟
味
し
、
そ
れ
が
継
済

一
瀦
繊
鱸
鯛
鱸
鱸
溺
塞
懲
獅
溌

一
い
ろ
い
ろ
な
形
に
お
い
て
こ
の
問
埋
な
い
。
そ
こ
で
我
左
は
Ｒ
左
の
労
働
政

一
一
い
る
が
、
そ
の
結
果
は
見
る
べ
き
程

一
を
取
り
上
げ
、
申
合
せ
等
を
行
っ
て
び
経
済
行
諦
花
肥
鋒
齢
算
す
る
こ
と
に

よ
り
こ
れ
が
測
定
を
な
し
得
る
の
で
あ

兎
騨
謬
蕊
溌
讐
ご
潔
羅
蕊
冠
巽

一
な
い
償
金
を
し
て
ま
で
も
競
争
的
に
一
‐
る
醍
民
に
な
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

－－

｜
溌
鯛
劉
掘
瀦
諦
釧
一
恥
ソ
…
舅
属
当
癒
吻
賜
，
し
て
，
暑

心
っ
に
翠
庭
生
活
を
明
る
く
す
れ
ば
こ

一
宮
か
ね
、
野
亘
一
郎
、
℃
木
村
己
之
責

れ
ら
は
す
べ
て
解
決
さ
れ
る
。

覗
鰄
羅
濠
溺
竹
二
、
結
び

一
な
る
手
段
垣
洽
の
方
法
と
目
標
を
こ
つ

農
家
生
活
の
改
蒋
を
す
る
に
は
、
如
何

三
○
、
二
○
○
門
也
一
あ
る
な
ら
ば
、
お
祝
い
を
鍵
け
る
方

松
山
正
治
、
角
田
平
吉
、
野
宮
平
助
、
｜
も
受
け
わ
れ
る
方
も
そ
れ
に
応
じ
た

西
村
啓
次
郎
、
野
徹
郷
市
、
杉
沢
武
作
方
法
が
他
に
あ
る
鱸
だ
。
家
の
系
図

中
西
千
次
郎
、
津
鍋
利
助
、
白
川
勝
適
を
た
だ
し
た
り
、
世
間
銀
の
こ
と
を

結
型
一
郎
、
梱
井
篤
白
川
鯉
副
純
考
え
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら

方
た
み
、
三
浦
栄
、
獄
元
忠
戯
、
田
中

百
年
の
苦
労
を
一
Ｈ
の
夢
に
し
な
い

助
一
、
工
藤
繁
吉
、
中
村
ヒ
サ
エ
、
気

よ
う
心
が
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

仙
遷
次
郎
、
大
橘
ツ
ヨ
、
杉
林
鋤
次
郎

以
上
生
活
を
明
る
く
楽
し
く
す
る
た
め

蕊
華
溌
鱸
鞭
鑪
岬
葱
蝿
蕊
繩
羅
初

太
郎
、
津
酪
オ
助
、
芳
幽
鯉
吉
、
小
野
一
は
大
部
分
家
庭
生
活
が
嘘
因
し
て
い
る

ノ
を
沸
け
＃
に
ヨ
等
ヂ
に
功
証
に
像

式
場
に
参
列
出
米
た
）

藤
蝿
謝
樫
蕊
纈
い
で
一

す
る
そ
の
気
持
の
判
断
に
苦
し
む
。

そ
こ
で
こ
の
行
事
の
中
に
含
ま
れ
る

要
素
を
分
析
し
て
見
る
と
、
そ
の
一

つ
は
醗
礼
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
、
他
の
一
つ
は
慰
労
的
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
に
あ
る
と
思
う
。

（
イ
）
醗
礼
的
な
こ
と
を
茸
重
す
る
場

合
、
何
も
美
衣
、
美
食
で
な
く
て
も

儀
礼
を
表
現
す
る
『
バ
ッ
ジ
」
か
『
モ

ー
ル
』
を
つ
け
公
共
施
設
で
行
え
ば

そ
れ
で
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

（
昔
新
興
満
州
国
は
協
和
服
に
モ
ー

ル
を
麓
け
れ
ば
主
客
共
に
立
派
に
鰹

一

診
沙

一

寺
す
る
甥
一

く
て
も
一

勺
一

加
『
Ｅ
一

一
る
こ
と
に
な
っ
た
。

主
食
の
配
給
は
二
月
末
日
、
五
月
末
日

す
る
か
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
が
、
当

市
村
長
、
嘉
瀬
村
麟
会
繍
長
△
顧
問

伊
藤
正
逸
県
議
、
珍
田
県
錨
、
金
木
営

林
璃
長

な
お
同
日
間
婦
奎
で
『
金
木
ｌ
青
森
間
一

鳴
噛
煙
樹
睡
鬮
這
溺
回
一

ん
か
ら
御
注
意
下
さ
い
。

給
幸
受
け
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

前
妃
の
繋
理
期
間
内
に
配
給
を
受
け
な

い
蝿
合
は
『
打
切
辞
退
』
と
し
て
棚
上

げ
し
、
配
給
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て

け
そ
の
月
分
は
そ
の
月
の
末
日
ま
で
配

八
月
末
日
、
十
一
月
末
日
と
三
カ
月
に

、
主
食
の
配
給
は

年
四
回
棚
上
竪
理

ら
で
な
け
れ
ば
配
給
を
受
け
ら
れ
ま
せ

さ
れ
る
場
合
は
、

お
り
ま
す
。
ま
た
他
の
市
町
村
に
転
出

一
回
、
年
函
回
棚
上
げ
盤
理
す
る
こ
と
一

に
な
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
．
で
き
る
だ

転
入
地
で
翌
月
分
か

邑
一
■
▼
二
二
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